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GL2/Qの p進 LANGLANDS対応と岩澤主予想

講師 : 中村　健太郎（佐賀大学）

授業の概要
1990年代に, 加藤和也氏はBloch-加藤の玉河数予想および岩澤主予想を包含する一般化岩澤主予想
[1]と呼ばれる予想を定式化しました. 岩澤主予想では, 円単数や加藤のゼータ元 [2]などのゼータ
関数の代数的な対応物の存在が非常に重要な役割を果たしますが, 一般化岩澤主予想では, このよ
うなゼータ元が全ての（大域）ガロア表現の族に対しても存在することが予想されています. 一方,
局所 Langlands対応の p進版である p進局所 Langlands対応の存在が Breuilにより 2000年代に
提唱されましたが, GL2(Qp)の場合は Colmezによって対応が構成され, さらには Emerton, Kisin
により階数 2のガロア表現の保型性（Fontaine-Mazur予想）の問題へ応用されました.
本講義では, p進 Langlands対応の別方向への応用として, 一般化岩澤主予想への応用について

解説します. 特に, p進（大域）Langlands対応の幾何的実現に関するEmertonの理論 [3]を用いて,
階数 2の普遍変形に対するゼータ元を構成する方法について解説します. 構成においては, Colmez,
Emertonの理論以外にも, p進 Langlands対応に関する様々な結果 ([4], [5], [6]など)が重要な役割
を果たします. 本講義では, これらの結果の紹介と, ゼータ元の構成において果たす役割について
も解説する予定です.

講義予定
１. 一般化岩澤主予想
２. モジュラー曲線の完備ホモロジー : p進 Langlands対応の幾何的実現
３. 完備ホモロジーのガロアコホモロジー
４. 完備ホモロジーに対するゼータ元の構成
５. 普遍ガロア変形に対するゼータ元の構成
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成績評価 : 出席と授業中に提示する問題に関するレポートで成績を評価します.
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